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に子どもの発想を引き出し伸ばすという立場
で教育にかかわろうとする姿勢の育成にも効
果的であることをなどを明らかにした。

Ⅱ　多様な解法を引き出す数学的手法

　数学（算数）教育での多様な解法に関する研
究は、これまで多様な考え方に関する研究の
一部として行われてきた（古藤（1986）（1990）、
相馬（1992））。そこでは多様な解法を引き出
すこと自体の重要性は強調されてきたが、そ
の多様な解法をどうやって引き出すかという
引き出す方法についての研究は十分になされ
て来なかった。そこを飛ばして、すでに結果
として児童･生徒から出されたいくつかの解
法について、それらをどのように分類したり
まとめたりするかという点が研究の中心と
なっており、またそうした分類やまとめの活
動によって、子ども同士が刺激を受けあう様
子に目が向けられていたと言える。
　本研究では、「教職基礎演習Ⅰ（小学校）」の
授業において「台形の面積の求め方」を「多
様な解法を引き出す算数教材」として取り上
げ、この算数教材を通してどのようにして多
様な解法を引き出すかというその方法につい
て言及するとともに、こうした授業が小学校

Ⅰ　はじめに

　以前高校生を対象に数学の学習に関するア
ンケート調査を行ったところ、多くの高校生
が「解法は1通りあればよく、それを暗記す
ることが数学の学習である」ととらえている
様子がうかがえた（1）。現在多くの大学生が
持つ数学に対する学習観もこの延長線上にあ
ると言える。 しかし本来数学の学習とは、
既習の知識を新たに体系化して再構成してい
くような創造的な活動である。そこでまず学
生には、解法は暗記するものではなく、既習
事項を関連付けて自分なりにつくり出すもの
ととらえさせたい。特に小学校教師を目指す
学生に対しては、こうした学習観への転換を
期待したいと考える。
　本研究では、学生がこうした学習観に立脚
できるようにするための方途として、「多様な
解法を引き出す算数教材」を授業（教職基礎
演習Ⅰ（小学校））で取り上げ、多様な解法を
引き出す数学的手法を具体的に示し、そうし
た手法を活用する活動に着目させることを試
みた。授業に対する学生の感想の分析から、
こうした授業が学生の数学に対する従来の学
習観を払拭するのに有効に作用すること、更
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は［方法03］の特殊な場合、逆に［方法03］
は［方法01］［方法02］を一般化した場合と
考えられる。このようなとき［方法01］［方
法02］と［方法03］を「特殊と一般の関係」
にあると言う。

　一般化を考えていくときの方法はいろいろ
あるが、条件を緩めるというのもその１つの
方法である。例えば「２点A, Mを通る直線」
に対して「１点Mを通る直線」は条件を緩め
た直線となる。他にも長方形に対して平行四
辺形は条件を緩めた図形とみなすことができ
る。
　授業では、実際に「対の関係」や「特殊と
一般の関係」を多様な解法を引き出す数学的
手法として活用する活動に着目させ、多様な
解法の存在を確認させるとともに、多様な解
法を関連付けた関連図を示すことにより解法
間の構造的な関係を把握させた。関連図では、

「対の関係」を点線で、「特殊と一般の関係」
を矢印で表しており、例えば前述の［方法
01］［方法02］［方法03］の関連図は次のよう
に示すことができる。

教師を目指す学生にどのような意義を持つか
を学生の感想文の分析から明らかにしていく。

「台形の面積の求め方」に関しては、井上
（1979）、野口（1982）、木村（1987）、中村（1994）
において取り上げられているが、そこで示さ
れた求積方法はそれぞれ８通り、９通り、18
通り、５通りであった。本研究では（一般の
場合の解法を含めて）54通りの求め方を挙げ
ている。
　本研究で取り上げている多様な解法を引き
出す数学的手法とは、「対の関係」や「特殊と
一般の関係」に着目する方法である。ここで

「対の関係」とは、上と下、右と左、内と外、
プラスとマイナス、のような関係のことを指
している。例えば「平行四辺形を三角形に等
積変形する」という課題に対して、［方法01］
のように平行四辺形ABCDの右側の辺DCの
中 点Mを 通 る 線 分AEを 辺 と す る △ABEと、

［方法02］のように左側の辺ABの中点Nを通
る線分DFを辺とする△DFCを考えることが
できる。このようなとき［方法01］と［方法
02］を「対の関係」にあると言う。

　また「特殊と一般の関係」における一般の
解法とは、「任意の」というニュアンスを含ん
だ解法のことを指している。例えば上記の課
題において［方法03］のように辺AD上に任
意の点Pをとり、辺DC,ABの中点M, Nと結ん
で△PFEをつくるとすると、この点Pを頂点
Aまで移動させた場合が［方法01］であり、
頂点Dまで移動させた場合が［方法02］であ
るととらえることができ、［方法01］［方法02］
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（1）　三角形に分割する方法

　まず対角線を引いて三角形に分割する方法
を考えてみる。［方法1］では台形を右上がり
の対角線で２つの三角形に分割している。式
は、

となる。ここで「対の関係」に着目すれば、
右下がりの対角線で２つの三角形に分割した

［方法2］の解法を見出すことができる。式は
［方法1］と同様である。（［方法1］と［方法2］
は構造的には同じものととらえることができ
る児童もいる。実際に指導するときは個々の
子どものレベルに合わせることが大切であ
る。）

　このとき分割する三角形の個数に着目すれ
ば、３個に分割する場合や更に４個や５個に
分割する場合などが考えられる。［方法3］は
下底に任意の点Pをとって台形を３分割した
解法であり、式は、

となる。これと「対の関係」から［方法4］
が見出される。［方法5］は下底に任意のP １、
P ２をとり台形を4分割した解法であり、［方法
6］は上底下底に任意の点P １、P ２、P ３をと
り台形を５分割した解法である。（［方法4］
以下の式は略す。）

　また「対の関係」「特殊と一般の関係」に
着目させる方法の他に、「式を読む」方法にも
触れておいた。本稿では「式を読む」方法に
最後で触れたが、はじめにこの方法でいくつ
かの解法を見出しておき、それらをもとに上
記の数学的手法（「対の関係」「特殊と一般の
関係」）を活用して、さらに多様な解法を引
き出していくという展開も考えられる．

Ⅲ　台形の面積を求める方法

　授業（教職基礎演習Ⅰ（小学校）、対象：１
年生、受講者30名、2010年６月23日実施）で
は、「台形の面積の求め方」に関する次のよう
な課題を取り上げた。

　このとき三角形と平行四辺形の面積の求め
方を既知としたので、解法を考える上での方
針としては、三角形や平行四辺形に分割した
り変形したりする方法が考えられる。ここで
は、
　・三角形に分割する方法
　・三角形と平行四辺形に分割する方法
　・倍積変形する方法
　・等積変形する方法
などに注目しながら、「対の関係」「特殊と一
般の関係」に着目して多様な解法を見出して
いく。解法間の関連図もその都度示す。また
児童は補助線を引こうとするとき、「頂点」や

「中点」に注目し、「対角線」や「垂線」や「平
行線」を引こうとする。解法を考えるにあたっ
ては、こうしたことにも留意した。

　【課題】台形の面積を
　いろいろな方法で求め
　なさい。
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（2）三角形と平行四辺形に分割する方法

　次に頂点を通り辺に平行な補助線を引いて
平行四辺形と三角形に分割する方法を考えて
みる。［方法7］では上底の右端の頂点から補
助線を引いて台形を平行四辺形と三角形に分
割している。ここで「対の関係」に着目する
と上底の左端の頂点から補助線を引いた「方
法8」のような解法が見出される。

　続いて上底の両端の頂点から下底に垂線を
下ろし長方形と２つの三角形に分割する方法
を考えてみる。［方法9］がそれである。ここ
で［方法9］は台形の面積を長方形と２つの
三角形の面積の和で表していることに注目し
て「対の関係」に着目すると、［方法10］のよ
うな台形の面積を長方形と２つの三角形の面

　ここで［方法3］［方法4］において点Pを
台形の頂点まで移動させたものが［方法1］［方
法2］であるととらえると、［方法1］［方法2］
は［方法3］［方法4］の特殊な場合と考えられ、
ここに「特殊と一般の関係」を見出すことが
できる。同様に［方法5］において点P １、P ２

が重なった場合や［方法6］において点P １、
P ３が重なり点P ２が頂点に重なった場合が

［方法3］ととらえると、［方法3］は［方法5］［方
法6］の特殊な場合とも考えられ、ここにも「特
殊と一般の関係」を見出すことができる。ま
た［方法6］において点P １、P ３を下底の両
端の頂点に重ねた場合が［方法4］ととらえ
ると、［方法4］は［方法6］の特殊な場合とも
考えられ、［方法6］の点P ２を左側の頂点に重
ねた場合が［方法5］ととらえると、［方法5］
も［方法6］の特殊な場合と考えられ、これ
らにも「特殊と一般の関係」を見出すことが
できる。
　［方法1］～［方法6］の解法の関連図は次
のように示すことができる。
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様に［方法12］においても点Pを移動させて
平行四辺形の辺が台形の辺と重なった場合を
考えみると、［方法13］や［方法14］の解法を見
出すことができる。［方法13］［方法14］と［方
法12］も「特殊と一般の関係」にあり、ここで
は一般の解法［方法12］から特殊な解法［方
法13］［方法14］を見出した形になっている。

［方法13］と［方法14］は「対の関係」でもある。

　このとき［方法7］と［方法13］、［方法8］
と［方法14］も「対の関係」にあることなど
に留意すると、［方法7］～［方法14］の解法
の関連図は次のように示すことができる。

（3）倍積変形の方法

　［方法15］は台形を２つ合わせて平行四辺
形にするという倍積変形の方法である。「対

積の差として表す解法を見出すことができる。

　［方法9］では上底の両端から下底に垂線を
下ろして台形を長方形と三角形に分割した。
このとき長方形は平行四辺形の特殊な場合

（平行四辺形は長方形の上位概念）であるこ
とに着目して、［方法9］の長方形の部分を平
行四辺形にして一般化できないか考えてみる。
すると［方法11］のような下底にとった任意
の点Pと上底の頂点を結んだ線分を平行四辺
形の一辺とする解法を見出すことができる。
このとき［方法9］と［方法11］は「特殊と
一般の関係」にあると言える。更に［方法
10］でも同様に長方形の部分を平行四辺形に
して一般化を図ってみると、［方法12］のよう
な解法を見出すことができる。［方法10］と［方
法12］も「特殊と一般の関係」にある。［方法
11］と［方法12］の関係も、［方法9］と［方法10］
の関係と同様に「対の関係」にあると言える。
したがって［方法12］は［方法11］に対する

「対の関係」から見出すこともできる。

　［方法11］において点Pを移動させて平行
四辺形の辺が台形の辺と重なった場合が［方
法7］［方法8］ととらえることができるので、

［方法7］［方法8］と［方法11］の間にも「特
殊と一般の関係」を見出すことができる。同
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PQ）による分割によって平行四辺形への倍
積変形を行っているので、この線分PQが台
形の辺と重なった場合が［方法15］［方法16］
であるととらえることができる。したがって

［方法15］［方法16］は［方法20］の特殊な場
合ととらえることができ、［方法15］［方法16］
と［方法20］も「特殊と一般の関係」にある
と言える。こうしたことに留意すると、これ
らの関連図は次のようになる。

（4）等積変形の方法その₁

　［方法21］は台形の高さが半分のところで
分割し、上半分の台形をうつして、元の台形
と等積の平行四辺形をつくっている。「対の
関係」に着目すると［方法22］が見出される。
　ここでも倍積変形のときと同様に考えると、

［方法23］のように頂点からの垂線をもとに
長方形に等積変形する解法を見出すことがで

の関係」に着目すると［方法16］が見出される。

　ここで長方形への倍積変形を考えてみる。
例えば上底の頂点から下底に垂線を下ろし、
分割された部分を合わせることを考えると、

［方法17］のような長方形への倍積変形を見
出すことができる。［方法18］は［方法17］
と「対の関係」にある解法として見出すこと
ができる。

　ここでこの［方法17］を特殊な場合ととら
えてその一般化を図ってみる。［方法17］の
補助線は頂点を通り下底に垂直に引いている。
この条件を緩めて、下底に垂直な任意の直線
を補助線として考えてみる。すると上底に
とった任意の点Pから下底に垂線を下ろした

［方法19］のような解法を見出すことができ
る。このとき［方法17］［方法18］は［方法
19］の特殊な場合であり、［方法17］［方法18］
と［方法19］は「特殊と一般の関係」にある
と言える。［方法19］での条件を更に緩めて、
つまり下底に垂直であるという条件を除くと、
点Pを通る任意の直線を補助線と考える［方
法20］のような解法を見出すことができる。

［方法19］は［方法20］の特殊な場合と考え
られるので、［方法19］と［方法20］は「特殊
と一般の関係」にあると言える。
　［方法20］では任意の直線（ここでは線分
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きる。［方法24］は［方法23］と「対の関係」
にある解法である。

　ここでも［方法23］を特殊な場合ととらえ
てその一般化を図ってみると、倍積変形のと
きと同様に考えて、［方法25］のような解法を
見出すことができる。ここで［方法23］［方
法24］は［方法25］の特殊な場合であり、こ
れらは「特殊と一般の関係」にあると言える。
さらに［方法25］の解法を一般化して［方法
26］のような解法を見出すことができる。

　［方法26］では任意の直線（ここでは線分
PQ）による分割によって平行四辺形への等
積変形を可能にしているので、この線分PQ

が台形の辺と重なった場合が［方法21］［方
法22］であるととらえることができる。した
がって［方法21］［方法22］は［方法26］の
特殊な場合ととらえることができ、［方法21］

［方法22］と［方法26］は「特殊と一般の関係」
にあると言える。こうしたことに留意すると、
これらの関連図は次のようになる。（また「対
の関係」から上側に平行四辺形をつくる解法
も考えられるが略す。）

（5）等積変形の方法その２

　ここでは三角形への等積変形を考えてみる。
［方法27］の補助線は台形の頂点と辺の中点
を通っており、三角形に等積変形することに
よって台形の面積を求めようとする解法であ
る。［方法27］に対する「対の関係」から［方
法28］を見出すことができる。

　［方法27］［方法28］の補助線は頂点と辺の
中点を通っているので、ここで条件を緩めて
辺の中点だけを通る直線を考えてみる。つま
り［図1］［図2］のように上底にとった任意
の点Pと辺の中心を結んだ直線を引いてみる。
すると上下にできる三角形の面積は等しいこ
とから［方法29］のように上底にとった任意
の点Pと2辺の中点とを結んだ解法を見出す
ことができる。また［方法29］に対する「対
の関係」から［方法30］を見出すことができ
る。
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を引く考え方が異なるので、これらは別の解
法ととらえる。ここでも［方法27］から多様
な解法を見出したのと同様の考え方により、

［方法33］から［方法34］～［方法38］の解法を見
出すことができる。

　またこれらの解法の関連図は次のように示
すことができる。

　［方法29］において点Pが頂点に重なった
場合が［方法27］［方法28］ととらえると、［方
法27］［方法28］は［方法29］の特殊な場合
と考えることができ、これらの解法は「特殊
と一般の関係」にあると言える。また［方法
30］の特殊な場合として［方法31］［方法32］
を見出すことができる。

　このとき［方法31］と［方法32］、［方法27］
と［方法31］、［方法28］と［方法32］は「対
の関係」にあると言える。こうしたことに留
意すると、これらの解法の関連図は［関連図
5］のように示すことができる。
　［方法33］のように頂点Dを通り対角線に
平行な直線を引くと△ACDと△ACEの面積は
等しくなるので、△ABEは台形を等積変形し
た三角形であると言える。この三角形は［方
法27］で作った三角形と同じものになるが、

［方法27］では台形の中点を通るように補助
線を引いており、［方法33］では台形の頂点A

と点Eを結んで補助線を引いている。補助線
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　したがってこれらの関連図は次のように示
すことができる。

（7）その他の解法その₁

　他にも例えば長方形と三角形を利用する方
法としては、［方法43］のような解法が考えら
れる。（長方形FBEDの面積から△ABFの面
積を引き更に△DECの面積を加えて台形の
面積を求めている。） ［方法44］は［方法43］
に対する「対の関係」から引き出される解法
である。

　ここでこの［方法43］の一般化を考えてみ
る。長方形の上位概念は平行四辺形なので、
平行四辺形をつくることを考えると、［方法
45］のような解法を見出すことができる。［方
法45］は上底の延長線上にとった任意の点P

と頂点Bを結んだ線分を一辺とする平行四辺
形をつくっている。更にこのつくられた平行
四辺形の頂点Qが下底BC内にある場合に対す
る「対の関係」から頂点Qが下底BC外にある

［方法46］のような解法を見出すことができる。

（6）　等積変形の方法その₃

　［方法39］は台形の２辺の中点を通り下底
に垂直となる平行線を利用して長方形に等積
変形した方法である。ここで下底に垂直であ
るという条件をはずして、台形の２辺の中点
を通る任意の平行線をもとに平行四辺形に等
積変形したのが［方法40］である。［方法40］
は［方法39］を一般化した解法である。

　この［方法40］で任意の点Pを左右に移動
させることにより、［方法41］と［方法42］の
ような特殊な解法を見出すことができる。
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　更に［方法45］［方法46］では点Pを上底
ADの外にとったが、これに対する「対の関係」
に着目すると、点Pを上底AD内にとった［方
法47］のような解法を見出すことができる。
前出の［方法1］は［方法47］の特殊な場合
ととらえることができる。また前出の［方法
7］も［方法45］［方法47］の特殊な場合、［方
法14］も［方法45］［方法46］の特殊な場合
としてとらえることができる。

　［方法44］に対してもその一般化について
同様に考えることができ、［方法48］［方法49］

［方法50］を見出すことができる。前出［方
法2］は［方法50］の特殊な場合、［方法8］は

［方法48］［方法50］の特殊な場合、［方法13］
は［方法48］［方法49］の特殊な場合として
とらえることができる。
　また、［方法45］と［方法48］、［方法46］と［方
法49］、［方法47］と［方法50］が「対の関係」
になっていることなどに留意すると、これら
の解法を［関連図8］のような関連図で示す
ことができる。
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（8）その他の解法その₂

　［方法51］は頂点からの垂線をもとにして2
つの長方形の面積の和として台形の面積を求
めている。［方法51］の長方形を平行四辺形
にして一般化した解法が［方法52］である。［方
法52］において任意の点Pの位置を移動させ
ると［方法53］［方法54］という特殊な場合
の解法を見出すことができる。［方法53］と［方
法54］は「対の関係」にある。

　これらの関連図は次のように示すことがで
きる。

　なお、台形の面積の求め方において示した
［関連図1］～［関連図9］は、最終頁にまと
めて一覧できる図（［台形の面積 解法の関連
図］）として添付しておいた．

（9）式を読む方法

　台形の面積は次の式で求めることができる。

この式の読み取り方を変えることより、多様
な解法を見出すことができる。例えば①にお

いて、 と は平行四辺形の底辺の長さ
と高さを表していると読めば［方法15］を見

出すことができる。また と を三角形
の底辺の長さと高さを表していると読めば

［方法27］を見出すことができる。

　この①は次のように変形することもできる。

ここで②を２つの三角形の面積和を表わして
いる式と読めば［方法1］を見出すことができ、

③の と を平行四辺形の底辺の長さと

高さと読めば［方法21］を見出すことができ

る。また④の を長方形または平行四

辺形の底辺の長さと読めば［方法39］［方法
40］を見出すこともできる．
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解法を考えることで応用問題にも強くなることが
期待できると思う。
Ｄ．公式などにとらわれず、いろいろな視点で見る

ことができる。新しい発想が生まれ、数学の能力
が上がると思う。子どもの発想をつぶすことが少
なくなる。子ども特有の独特な発想を否定するこ
となく、逆にその考えを生かす事ができると思う。
それができれば、数学の発想力が伸びて良いと思う。
Ｅ．いい経験であり、いろいろな手法を学ぶことに

よって、その時に一番合った解法を教えられるよ
うになると思う。
Ｆ．ある程度数学の知識を身につけた今なら「対の

関係」及び「特殊と一般の関係」について理解す
ることは可能。公式にさえ当てはめればいいとい
う考えだった自分でも答えにたどり着くまでの過
程をおもしろく感じた。
Ｇ．自分自身が色々な考え方を何通りも考えていな

いと子どもに教える時に子どもの発想をつぶして
しまうかもしれないということがわかった。
Ｈ．子どもに教えられる範囲が広くなり、自分も深

く理解できる。発想力や考える能力を伸ばすこと
ができる。また算数が苦手な子どもも楽しく学べる。
Ｉ．数えられない程の解法がでてきて驚いた。自分

にとって教え方の幅が広がることは良いことだと
思った。
Ｊ．今回初めていろいろな手法を知って、おもしろ

いなと思いました。自分では思いつかないような
手法があって、学ぶ楽しさというのを身を持って
実感したような気がしました。こういう風にいろ
いろな手法を子ども達に考えさせ、出し合うこと
で、新しい解き方や自分にとって一番わかりやす
いやり方を見つけることで、自ら学ぶという意欲
を促進させられるのではないだろうか。
Ｋ．一つの解法だけでなくいくつもある解法を考え

ようとすることで考える力や発想力がつく。
Ｌ．少し難しいが子どもの考え方が理解できないと

きがあるかもしれないので、これくらい頭をやわ
らかくして考えたいと思った。
Ｍ．子供にとって良い。正解が一つだけではないし、

子供の発想力が広がり、どんな解法が他にあるか
など考えることで楽しんで学ぶことができるよう
にできるから。
Ｎ．似ている方法が多く出たとしても考え方を変え

ている点はいいと思う。ものの考え方について自
分のやりやすいやり方を自分で見つけることでよ
り理解は深まると考えます。
Ｏ．子どもの伸びる芽をつぶしてしまわないように、

たくさんの方法や考え方を知っていなければならな
いので、大変だと思うが知っておく必要があると思う。

Ⅳ　学生の感想

　以下に、授業後に学生が書いた「授業の感
想」の一部（A～O）を示した。下線部に注
目すると、多様な解法を引き出す数学的手法
を活用する活動に対して面白いと思ったり興
味・関心を持ったりしている（A, B, D, F, I, J, 

N）こと、こうした活動を取り込んだ算数教
材で算数が楽しくなり子どもの発想力や考え
る力が伸びるととらえている（A, C, D, H, J, K, 

M）ことがうかがえる。また更に子どもの発
想の芽を摘むことなく伸ばしていこうという
立場で算数教育にかかわろうとする姿勢の育
成（B, D, G, H, J, L, M, O）もうかがえた。
Ａ．今までは固定された考えを習っていたので思い

つかなかった求め方でとても興味が持てる内容で
した。様々な求め方を知っておけば、その問題を
解く鍵になると思うので、すごく良いと思います。
それと一つの事（決められた、習った式）にとら
われないで「自分で解いた」という気持ちになれ
るので、算数が楽しくなると思いました。
Ｂ．私は台形の面積を何通りも考える問題をやった

覚えがないです。今日この指導法を聞いて自分に
とって新しい事で「対の関係」や「特殊と一般の
関係」は一つ一つに関心を持ちました。子どもは
大人よりも発想がすごいので、それを伸ばすため
にも、教員は知っておくべきだと思った。
Ｃ．かなり頭が混乱して、対の関係はまだしも、特

殊と一般の関係を考えるのは難しかった。だけど、
自分が思いつかなかった解法がわかると面白かっ
たし楽しかった。一つ一つの解法を関連づけて、
しっかり理解したい。子どもにとっては、多様な
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Ⅴ　まとめ

　「対の関係」や「特殊と一般の関係」に着
目して解法を関連付けながら新たな解法を見
出していくという数学的手法は、多様な解法
を引き出す上で大変有効であるということを

「台形の面積の求め方」という算数教材を通
して明らかにした。多様な解法を引き出す数
学的手法を活用する活動は、「解法は１つでそ
れを暗記する」という活動とは対極をなして
おり、「既習事項を関連付けて自分なりに解法
をつくり出そう」という姿勢を培うことにつ
ながるものと考えられる。この「多様な解法
を引き出す算数教材」を扱った授業に対する
学生の感想から、多様な解法を引き出す数学
的手法を活用する活動を面白いと感じ興味・
関心を示したり、こうした活動を取り込んだ
算数教材が算数を楽しくし子どもの発想力や
考える力を伸ばすととらえたりしている様子
をうかがうことができ、こうした授業が学生
の持つ従来の数学の学習観の払拭につながる
ことが確認できた。また更に授業の感想から、
子どもの発想を引き出し伸ばすという立場で
学生が教育にかかわろうとする様子もうかが
え、こうした姿勢の育成も期待できることが
確認できた。
　こうした成果を踏まえて、今後も「多様な
解法を引き出す算数教材」を扱った授業を通
して、教師を目指す学生の資質向上を図って
いきたいと考えている。

　なお、この多様な解法を引き出す数学的手
法に関しては、数学者黒木伸明氏（上越教育
大学名誉教授）から多くの示唆をいただいた。

［注］
（1）筆者は高校1年生を対象に次のアンケート調査

を行った。（対象：東京都公立高等学校1年生74
人、2002年11月実施）

　①に対して「YES」とこたえた生徒が84％（74
人中62人）いた。また②に対して「YES」とこ
たえた生徒も93％（74人中69人）いた。このこ
とから、高校生の多くが「解法は1通りあれば
よく、それを暗記することが数学の学習である」
ととらえている様子がうかがえた。
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